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　日本看護協会は 3月、本会HPのポータルサイトを開設、リニューアルし
ました。下記の２次元コードからご覧いただけます。ぜひご活用ください。

的なテーマとして 4つの論点（①地
域包括ケアシステムの推進②自立支
援・重度化防止の推進③介護人材の
確保・介護現場の革新④制度の安定
性・持続可能性の確保）が示された。
　委員からは、「利用者の自立支援
と尊厳保持が重要」「中長期的な制
度の持続性を考えるべき」「加減算
など複雑化した報酬体系の見直しが
必要」などの意見が相次いだ。岡島
常任理事は、在宅・介護施設などの
看護職における新型コロナウイルス
感染症の対応を例に、平時の取り組
みや、専門性の高い看護師との連携

　3 月 16 日、厚生労働省は
第 176 回社会保障審議会介護
給付費分科会を開催。日本看
護協会からは、委員として岡
島さおり常任理事が出席し
た。
　厚労省は、介護保険を取り
巻く状況として、2018 年度
介護報酬改定の概要やこれま
での検討結果など総論的な説
明を行い、サービス種類ごと
の論点と併せて、分野横断

社保審　介護給付費分科会
介護報酬改定の検討キックオフ

　厚生労働省は 3 月 19 日、2 月に
実施した保健師、助産師、看護師の
国家試験の合格発表を行った。
　第 109 回看護師国家試験の合格者

　5 月 14 日（木）に予定していた
第 28 回認定看護師認定審査および
第 24 回認定看護管理者認定審査は、
新型コロナウイルス感染症の拡大状
況を鑑み、以下の通り変更いたしま
す。詳細は決定しだい、本会HPで
お知らせします。
■認定審査（筆記試験）：2020 年 11
月上旬（12 月認定予定）
■試験会場：47 都道府県（受験者
の住所地）

保健師・助産師・看護師国家試験
看護師は5万8,51３人が合格

保健師関連の3種を公表

第28回認定看護師認定審査／
第24回認定看護管理者認定審査
実施日程の変更のお知らせ

看護業務効率化／特定行為研修制度
ポータルサイトを開設、リニューアル

　国際看護師協会（ICN）は
5月12日を「国際看護師の日」
に、国際助産師連盟（ICM）
は 5月 5日を「国際助産師の
日」に、それぞれ定めていま
す。
　2020 年の「国際看護師の
日」のテーマは「看護師：主
導する声―健康に向け世界を
看護する」、「国際助産師の日」

国際看護師の日、国際助産師の日

2020年のテーマ、ポスター

■ 看護師の特定行為研修制度ポータ
ルサイト

　2015 年 10 月から始まった「特定
行為に係る看護師の研修制度」につ
いて、研修の受講を検討されている
看護職や管理者向け情
報、研修修了者の実践例
などを掲載しています。

■ 看護業務効率化先進事例収集・周
知事業ポータルサイト

　看護職がより専門性を発揮できる
働き方の推進や生産性の向上を図る
ため、看護業務の効率化に資する先
駆的な取り組みや情報を
提供するサイトを新設し
ました。

分科会に参加する岡島常任理事

が感染防止に生かされていることを
紹介。また、今後、人材確保が困難
となる一方で、ケアの質向上が求め
られることから、事業所や施設を超
えて専門性の高い人材と連携するこ
との重要性を指摘した。
　地域における専門性の高い人材の
柔軟な活用については、複数の委員
から同調する意見が上がった。さら
に、感染管理のみならず認知症ケア
や看取りなどさまざまな領域におい
て「連携が可能となるような報酬体
系について検討してほしい」と発言
した。

のテーマは「助産師は、女性と共によろこび、行動し、集結し、ひとつ
になる。今がその時。」です。
　詳細は本会HP「国際情報」をご覧ください。

は 5 万 8,513 人で、前回より 1,746
人多かった。合格率は 89.2％（前回
89.3％）だった。
　第 106 回保健師国家試験の合格者
は 7,537 人で、前回を 685 人上回っ
た。合格率は 91.5％（前回 81.8％）
だった。また、第 103 回助産師国家
試験は、合格者が 2,093 人で、前回
より 3人減。合格率は 99.4％（前回
99.6％）だった。

　日本看護協会は 3月、「自治体保
健師の人材確保ガイド」「複雑かつ
多重課題解決に向けた事例検討会の
手引き（暫定版）」「令和元年度厚生
労働省先駆的保健活動交流推進事業
　地域包括ケアシステム推進にむけ
た保健医療福祉の連携強化に関する
検討委員会報告書」を発行しました。
各冊子の全文は、本会HP「発行物」
に掲載しています。

発行物のご案内

データの分析データの分析
（全３回シリーズ）

病棟間の差は10.1 時間

　次に、病院ごとに時間外労働時間が最も長
い病棟と最も短い病棟の時間差は中央値で 10.1
時間でした。「10 時間 00 分～ 14 時間 59 分」
の割合が 23.7% と最も高く、次いで「4時間 00
分～ 6 時間 59 分」が 18.8%、「15 時間 00 分～
19 時間 59 分」が 17.9% でした（表 2）。
　病棟ごとに時間外労働が多い看護職員※ 2に
ついては「0%」の割合が 67.2% と最も高く、「0%
以上 10%未満」が 15.9%、「10%以上 20%未満」
が 5.1%、「50%以上」が 4.1% でした（表 3）。

　時間外労働時間の減少に向けては、病院全体
の数値を把握するだけでなく、病棟の特徴を踏
まえ、各病棟や各職員のばらつきを把握した上
で改善活動につなげることも大切です。

※ 1：病棟における看護職員（非管理職）1人あたりの
平均時間外労働時間（1カ月あたり）

2020 年度 DiNQL 参加病院を募集

「労働と看護の質向上のためのデータベ
ース（DiNQL）事業」の 2020 年度の参加
病院を募集します。
　本会 HP「看護実践情報」>「労働
と看護の質向上のためのデータベース
（DiNQL）事業」>「病院の皆さまへ」で
詳細を確認の上、奮ってご参加ください。
【問 合 先】医療政策部 看護情報課
　　　　　 ☎ 03-5778-8495
　　　　　 Eメール database@nurse.or.jp
【申込期間】4 月 30 日（木）まで

　看護職が働き続けられる職場づくりを目指し、
多くの病院で時間外労働の減少に向けた取り組
みが推進されています。本連載の最終回となる今
回は、2019 年 10月に入力された 321病院 3,007
病棟での時間外労働時間※1の状況についてご紹
介します。

院内平均は7.8 時間

　病棟の時間外労働時間を基に各病院の院内平
均を算出したところ、321 病院の中央値は 7.8
時間でした。分布をみると「7 時間 00 分～ 9
時間 59 分」の割合が 25.9% と最も高く、次い
で「4時間 00 分～ 6時間 59 分」が 23.7%、「10
時間 00 分～ 14 時間 59 分」が 21.5% でした（表
1）。

表 1：時間外労働時間（院内平均）
表 2：病院における病棟間の差
（※対象：複数病棟からの回答があった 308 病院）

※DiNQL に関する情報は本会HPでご確認いただけます（https://www.nurse.or.jp/nursing/practice/database/）

第３回「病棟における時間外労働」（最終回）

※ 2：DiNQL では時間外労働が多い基準として、個人
単位で 24 時間以上の時間外労働を区切りとしています。
「24 時間」の設定については、「2017 年看護職員実態調査」
の調査結果（個人単位の超過勤務時間数が 24 時間以上：
21.9%）を基にしています。

時間外の範囲 病院数 割合 (%)
0時間 2 0.6
0時間01分～0時間59分 14 4.4
1時間00分～3時間59分 52 16.2
4時間00分～6時間59分 76 23.7
7時間00分～9時間59分 83 5.9
10時間00分～14時間59分 69 21.5
15時間00分～19時間59分 17 5.3
20時間00分以上 8 2.5

計 321 100

差の範囲 病院数 割合 (%)
0時間 3 1.0
0時間01分～0時間59分 7 2.3
1時間00分～3時間59分 35 11.4
4時間00分～6時間59分 58 18.8
7時間00分～9時間59分 46 14.9
10時間00分～14時間59分 73 23.7
15時間00分～19時間59分 55 17.9
20時間00分以上 31 10.1

計 308 100

病棟数 割合 (%)
0% 1,624 67.2
0%より大きく10%未満 384 15.9
10%以上20%未満 124 5.1
20%以上30%未満 83 3.4
30%以上40%未満 61 2.5
40%以上50%未満 44 1.8
50%以上 98 4.1

計 2,418 100

表 3： 時間外労働時間が
　　　24時間以上の看護職員割合

訃　報
　名誉会員の小牟田京子様（87 歳）
が、2 月 12 日に逝去されました。
謹んで哀悼の意を表します。


